
グループ展『ケソン工業団地』
イ・ブロク『Robo Cafe』

神里雄大／岡崎藝術座『ニオノウミにて』

ロス・マニング 『Bricks and Blocks』 (2017) Photo by Louis Lim

VHS Still from 『Kyoto Makai: Ghostly Japan』 (2019)
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神里雄大／岡崎藝術座『ニオノウミにて』
日時 ： 10月25日（金）13:00（アフタートークあり）、

26日（土）13:00／19:00、27日（日）
13:00（託児サービスあり）

会場 ： フリースペース
出演 ： 浦田すみれ、重実紗果、嶋田好孝

グループ展『ケソン工業団地』
日時 ： 10月5日（土）－27日（日）10:00－20:00

※10月5日のみ22:00まで
会場 ： 講堂、大広間、ギャラリー南 ほか
キュレーター ： パク・ケリ
アシスタント・キュレーター ： キム・テヒョン
アーティスト ： イ・ブロク、イム・フンスン、ユ・ス

発行 ： 京都芸術センター　2019年9月20日
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「助六弁当付き食べながら観劇できるチケット」を販売！私たち
が住むところや私たちについて、おいなりさんを食べながら考
えたり考えなかったりできたらうれしいです。

遠山きなり（アートコーディネーター）

アート作品は私たちを、どこでもない場所へ連れていく。どこでも
ないからこそ、新しい響きを探すことができる。

箕浦慧（アートコーディネーター）

琵琶湖で釣りをして、ブルーギルを回収ボックス
に入れたり、リリースしたりした。
様々な立場の人の話を聞いて、生態系保存と治
水の関係を考え、外来魚駆除大会へも行き、ブ
ラックバスを食べ、湖岸を一周した。いつもざわ
ざわしていた。
誰かが問題視していることを誰かはなんとも思
わない。
複雑に絡むそれぞれのトピックは立場のちがい
を際立たせて、対立するか無視し合うかしか先
はない、みたいな感じがして、こわかった。
いまの世の中の縮図を見た気がしてしまった。
でも、琵琶湖はいつまでも見ていたいほどうつく
しくて、漁師たちの住む沖島も湖岸から見た竹
生島も、神秘的な雰囲気に満ちていた。
能の「竹生島」をこの作品の参考にすることに決
めた。
生き物に内も外もあるのだろうか、人間にそれを
決める権利などあるのだろうか。
こわい、けれどもうつくしい琵琶湖のことを想像
しながら、キャストやスタッフたちと話し合いつ
つ、創作する。

─神里雄大

テクノロジーを駆使するマニングと、8mmビデオカメラとカセッ
トが相棒のトライアンギュラー。N極とS極のこの２人の表現を
同時に目撃できることに胸が躍ります。

水野慎子（アートコーディネーター）

各イベントの詳細・最新情報はウェブサイトでご確認いただけます。

公式ウェブサイト http://www.kac.or.jp
kyotoartcenter

交通案内
●市営地下鉄烏丸線「四条」駅／阪急京都線「烏丸」駅
　22番出口・24番出口より徒歩5分。
●市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
●ギャラリー・図書室・
　情報コーナー・チケット窓口 10:00－20:00
●カフェ  10:00－21:30
●制作室、事務室 10:00－22:00

休館日　12月28日から1月4日
※設備点検のため臨時休館することがあります

〒604-8156 京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL ： 075-213-1000　FAX ： 075-213-1004
E-mail ： info@kac.or.jp

京都芸術センター窓口、もしくは
下記ウェブサイトよりご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

京都芸術センター叢書 二

「伝統芸能ことはじめ」
定価 3,456円（税込）小林昌廣 著

@Kyoto_artcenter

指定管理者 ： 公益財団法人京都市芸術文化協会

滞在アーティスト紹介

　アーティスト・イン・レジデンス公募プログラム2019
年度 ビジュアル・アーツ部門は310件の応募があり、
コロンビア出身で台湾在住のJ・トライアンギュラー
が選抜されました。「幽霊」をテーマに8月から3ヵ月
間京都で滞在制作に取り組んでいます。
　トライアンギュラーさんにレジデンスでのプロジェクト
「Kyoto Makai: Ghostly Japan」について伺いました。

─なぜ「幽霊」なのですか？
今回のレジデンスでは、日本の“幽霊の伝承
（Ghostlore）”を探求したいです。幽霊は日本文化の
記憶の媒体であり、また記憶と歴史を再構築する
役割を持ち合わせていると考えています。私が言う
“幽霊の伝承（Ghostlore）”とは、言い伝えと文化的
な解釈のことで、愛情、生と死、信仰と慣習をつな
ぐものです。ラフカディオ・ハーンの『Ghost ly  
Japan』を愛読し、川端康成の『不死』や北斎が描
いた幽霊、映画「藪の中の黒猫」や「羅生門」に夢
中になりました。「三大幽霊」に興味があり、初めて
中川信夫監督による「東海道四谷怪談」を観たとき
は、「お岩さん」に魅了され幽霊に関する日本の映
像文化を調べないと！と思いました。8月から全生
庵（東京）での幽霊画コレクションや六道まいり等お
盆行事を中心にリサーチをスタートしています。

─10月に行うマルチメディア・インスタレーショ
ンについて教えてください。
幽霊には薄白さと透けがつきものです。このインス
タレーション『Kyoto Makai: Ghostly Japan』では、
ブラウン管のテレビ、蚊帳、電球、幽霊飴を使って、
語り継がれている幽霊と古今の幽霊を混ぜ合わせ
た幽霊（軽んじられた存在としての昔から伝わる幽霊）を
表現できたらと思っています。

京都芸術センターでは年間を通じ、様々なレ
ジデンスプログラムを実施しています。夏から
秋にかけて京都に滞在する、2組のアーティス
トを紹介します。

マルチメディア・インスタレーション
『Kyoto Makai: Ghostly Japan』
会期 ： 10月11日（金）－25日（金）

10:00－20:00 ※会期中は無休
会場 ： 和室「明倫」　料金 ： 無料
アーティスト・トーク
日時 ： 10月12日（土）14:00
会場 ： 和室「明倫」　料金 ： 無料

エクスチェンジ／ARTSPACE
ロス・マニング オープンスタジオ
日時 ： 10月18日（金）－20日（日）13:00－17:00
会場 ： 制作室8
料金 ： 無料 ※入退場自由

　劇作家・演出家の神里雄大はペルー生まれ川
崎育ち、沖縄出身でペルーへ移住した父親を持
つことから、日系移民や越境する人々について探
りながら旅やインタビューを重ね、それらを基にし
た作品を創作してきました。最新2作品は京都芸
術センターにて初演するなど、近年は京都に腰を
据えた制作も目立ちます。
　今回の新作は琵琶湖がモチーフとなっており、
ニオノウミはその異称です。食用に持ち込まれた
外来魚の繁殖が琵琶湖の固有種を脅かすとし、
外来魚の再放流を禁止したり外来魚回収ボックス
を設置するなどの対策に取り組む琵琶湖周辺を、
5月に2週間にわたって訪ねて回りました。9月中
旬には、京都にて稽古を開始します。琵琶湖での
様々な出会いと、オーディションにより選出され岡
崎藝術座作品初出演となるキャストらとの時間
は、どのような作品へと昇華されるのでしょうか。

整然と並ぶミシンに、もうそこにはない働く人々の
姿を想起する─
　2004年に生産を開始し、2016年まで操業して
いたケソン工業団地は、朝鮮民主主義人民共和国
の南部にありました。経済特別区に指定されたケソ
ン市には、普段この国への入国を許可されない大
韓民国の経営者や労働者が、国境を越えて通勤
する姿がみられました。両国の労働者がともに働く
特別な場所は、国家の大きな思惑である経済的な
利潤をあげながら、それと同時に何気ない日常を
育みました。お腹を空かした同僚と一緒にインスタ
ントラーメンを味わうこと。一息つくのにコーヒース
ティックを分け合うこと。そこには、ともに働く人々の
素朴で暖かな交流がありました。第二次世界大戦
後、冷戦構造の中で分断された人々の関係性は、
一人ひとりの力の及び得ないさまざまな政治・経済
の流れの中で形を変えていきます。その中で、
KYOTO EXPERIMENT 2019では、2018年にソ
ウル、2019年に平昌で開催された展覧会を再編
し、ケソン工業団地で働き、日常を過ごしてきた
人々に焦点をあてた３人のアーティストの作品を紹
介します。いくえにも重なる歴史の連環を超えて、
それぞれの視点で表現された素朴で強かな作品。
私たちはそこで何を見、考えるのでしょうか。

アーティスト・イン・レジデンス プログラム 2019

神里雄大／岡崎藝術座

『ニオノウミにて』
グループ展

『ケソン工業団地』

公募プログラム ビジュアル・アーツ部門

J・トライアンギュラー

　京都芸術センターでは昨年度より、Australia 
Council for the Arts 及び ARTSPACE（シドニー）
と連携し、エクスチェンジプログラムを行っていま
す。今年度はブリスベン在住のアーティスト、ロス・
マニングが公募により選出され、9月1日より京都で
の2ヶ月間滞在制作を始めました。
　マニングはこれまで身の回りにあるテクノロジーを
組み合わせ、光や音を用いたインスタレーション作品
を発表してきました。約20年前に英語教師として来日
し、その際に秋葉原で体感したネオンサインや音の風
景が、彼の創作活動に多大な影響を与えたと言いま
す。帰国後、プロジェクター等の機械修理工を経て
作品制作を始めたマニングは一貫して、テクノロジー

を用いて何ができるかを模索し続けてきました。
　今回のレジデンスプログラムでは、自身の作品に
新たな技術を取り入れるべく、「からくり人形」の仕組
みをリサーチします。9月上旬には、からくり人形を所
有する博物館「さがの人形の家」を訪れ、そこで得た
知識をもとに実験・作品制作に取り組んでいます。
今後はからくり人形と人間の身体の動きを比較する
ために、ダンサーとの共同実験を予定しています。
　古くから伝わる技術とテクノロジーが出会った時、
どのような表現が生まれるのでしょうか。展覧会で
の発表は2020年以降を予定していますが、京都滞
在中にアーティストトーク、オープンスタジオを実施
します。マニングによる「からくり」の仕組みを間近で
見られる貴重な機会を、ぜひお見逃しなく。

エクスチェンジ／ ARTSPACE

ロス・マニング

神里雄大
1982年、ペルー共和国リマ市生まれ。2018年『バルパライ
ソの長い坂をくだる話』で第62回岸田國士戯曲賞を受賞。
政治や社会情勢への態度を積極的に作品に反映させな
がら、わかりあえない他者との共時性をテーマとした作品
を発表している。岡崎藝術座は神里が主宰する劇団。

Profile

J・トライアンギュラー （J.Triangular）
ビジュアル・アーティスト、キュレーター。コロンビア出身、
台湾在住。ジェンダー、社会における暴力の歴史や恐
怖の記憶をテーマにした作品を8mmビデオカメラを用
いて制作する。2019年11月にはニューヨークで新作イ
ンスタレーションを発表予定。

Profile

ロス・マニング （Ross Manning）
1978年ブリスベン生まれ。主に光や音を使ったキネ
ティック・アート作品を手掛けている。使われなくなった古
いテクノロジーを再利用し、今ある素材や技術と組み合
わせることで、新たな知覚体験を生み出している。2019
年、オーストラリア現代美術館（シドニー）のグループ展
「ザ・ナショナル2019」に参加。

Profile

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2019

したた

ピョンチャン
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ニュイ・ブランシュKYOTO 2019
パリ白夜祭への架け橋 －現代アートと過ごす夜
「ニュイ･ブランシュ（白夜祭）」は、パリ
市が毎秋行う一夜限りの現代アート
の祭典です。姉妹都市である京都
市では、市内各地で無料で楽しめる
現代アートのイベント「ニュイ・ブラン
シュKYOTO」を2011年より開催して
います。今年は「ダイアローグ（対話）」
をテーマに、10月5日（土）に開催さ
れます。

テオ・カシアーニ 『LECTURE（02）』
フランス人小説家・テオ・カシアーニの新作小説『Rétine』を基に
した、リーディングとサウンドによるパフォーマンス。
10月5日（土）19:00 フリースペース ●構成：テオ・カシアーニ 
小松千倫（サウンド）、クレオ・ヴェルストルペン、竹之内芙美（リー

ディング）

無料 ※予約優先

© Théodora Jacobs

渡邉野子 『About Love. Like a Monster, －愛について。怪物のような、－』
油彩の抽象絵画を通じ、対話を楽しむ展覧会。
9月21日（土）－10月9日（水）14:30－19:00（月曜休廊） Gallery G-77（中

京区） 無料 Gallery G-77 TEL：090-9419-2326

広田ゆうみ＋二口大学『受付』
ビルの片隅に潜む奇妙な「受付」。不条理劇の第一人者・別役実の二人芝居。
10月3日（木）19:30 UrBANGUILD（中京区） 2,500円（前売当日共、1ドリ

ンク付） ●KYOTO EXPERIMENT2019 フリンジ「オープンエントリー作品」 
広田ゆうみ＋二口大学 TEL：090-3039-9894（フタクチ）

瀬戸内国際芸術祭2019 サファリ・P『悪童日記』
アゴタ・クリストフの小説『悪童日記』を演劇とダンスの垣根を越えて立ち上げる。
10月5日（土）19:00 四国村 小豆島農村歌舞伎舞台（香川県高松市） 

一般前売2,000円／当日2,500円、学生1,500円（前売・当日共） 瀬戸内国
際芸術祭総合案内所 TEL：087-813-2244

SAILING-3『かくことのは | Fragment of written letters』
文字をかく身体に焦点をあて、微細な表現と身体に向き合うダンス、45分。
10月5日（土）17:30、6日（日）14:00／17:30 a・room（中京区） 前売

1,000円／当日1,500円＋カンパ制 ●KYOTO EXPERIMENT2019 フリンジ
「オープンエントリー作品」 SAILING  TEL：090-5843-2128 （ゆざわ、10
月4日まで）／090-1586-3821（かわせ、10月5・6日のみ）

制 作 支 援 事 業

第40回 ペトロフピアノリサイタル：イリーナ・メジューエワ
ロマン派ピアノ名曲集～ショパン、リスト、シューマン、メンデルスゾーン～
明倫小学校から伝わるピアノによる国際的ピアニストの演奏をお楽しみくださ
い。中村大三郎の屏風絵「ピアノ」レプリカ制作プロジェクトも進行中！
11月14日（木）開場18:00 開演19:00 講堂 イリーナ・メジューエワ 前

売3,000円／当日3,500円 ●チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴあ（P
コード：159-647） 明倫自治連合会、明倫ペトロフの会、京都芸術センター

Kyo×Kyo Today vol.10
音楽の国「チェコ」の情景
～チェコの作曲家マルティヌー（没後60年）とドヴォルザーク～
音楽の国チェコが生んだ楽曲を、京都市交響楽団メンバーを中心とした京
都 ラ ビッシュ アンサンブルの演奏でお届けします。
11月26日（火）受付18:00 開場18:30 開演19:00 講堂 京都 ラ ビッ

シュ アンサンブル ほか B.マルティヌー：クラリネット,ホルン,3つのヴァイオリ
ン,ヴィオラのためのセレナーデ第1番 H217ほか 一般前売1,800円／当日
2,000円、学生1,000円（前売・当日共） 京都芸術センター、京都市交響楽団

第256回 市民狂言会
12月6日（金）開場18:30 開演19:00 京都観世会館（左京区） 宝の槌、御

茶の水、附子、蟹山伏 茂山千作、七五三、千三郎 ほか 前売2,500円／
当日3,000円 ●チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都店、チケットぴあ（P
コード：496-726） ※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術センターにて取扱 京都市

筒井潤／dracom『釈迦ヶ池－Der Buddha-Teich』
Co-programカテゴリーA採択企画。ドイツの劇場との国際共同製作による
演劇公演。
12月6日（金）19:00、7日（土）・8日（日）14:00 講堂 ●作・演出：筒井

潤 鎌田菜都実、ナジャ・デュスターベルク 一般前売2,500円／当日
3,000円、U25 2,000円（前売のみ） dracom、京都芸術センター、FFT 
Düsseldorf

T i c k e t ［チケット］

E v e n t  C a l e n d a r 2 0 1 9 . 1 0
各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） 
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください。
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

図書室休室日：10月31日（木）

2 3

『二つの部屋、三つのケース』展
3組のアーティストが、二つの部屋を使用して、順にそれぞれ作品
を提示します。
【ケース3：演じる】 タカハシ 'タカカーン' セイジ「京都レクリエー
ションセンター～施設のための試演～」
9月20日（金）－29日（日）10:00－20:00 ギャラリー北・南 無料

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2019
エクスチェンジ／ARTSPACE アーティストトーク

ブリスベンを拠点に活動するアーティストのロス・マニングが、これまでの
活動やからくり人形のリサーチを中心とした今後のプランを紹介します。
9月21日（土）15:00－16:30 制作室8 無料 ※予約優先 ※P4

もご覧ください

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2019
J・トライアンギュラー『Kyoto Makai: Ghostly Japan』
上映会・オープンスタジオ

J・トライアンギュラーが京都で滞在制作中のプロジェクトを公開します。
【上映会】 9月21日（土）17:00－18:00 和室「明倫」 ※上映会後
にアーティスト・トークあり

【オープンスタジオ】 9月21日（土）18:00－19:00 制作室１
無料 ※入退室自由 ※P4もご覧ください

広田ゆうみ＋二口大学「からだで本をよむ 16」
宮沢賢治の童話を声に出して読み、身体を動かし、最後には朗読劇
をつくります。
9月24日（火）19:00－21:30 制作室12 無料 12名 ※動き

やすい服装でお越しください

SAILING「文字を書く、を踊ってみる」
文字を書く身体の体感にも焦点を当て、動き、振付に残してみましょう。
9月25日（水）19:00－20:30 制作室4 無料 6名 ※動きや

すく汚れてもいい服装でお越しください

サファリ・P 「『悪童日記』公開稽古」
作品が組み上がっていく過程と通し稽古を公開します。
9月26日（木）15:00－16:30 制作室9 無料 10名

明倫茶会『阿修羅から浄土へ』畠中光享の美意識 
日本画家・インド美術研究者の畠中光享を席主に迎えた茶会。
9月29日（日）11:00/13:00/14:00/15:00/16:00 本席：大広間  

待合：講堂 ●席主：畠中光享 ●内容：大駱駝艦「阿修羅」映像と
お抹茶とお菓子 1,000円 各席20名（先着順／要事前申込）

KYOTO EXPERIMENT 2019
グループ展『ケソン工業団地』

10月5日（土）－27日（日）10:00－20:00 ※10月5日は22:00まで 
講堂、大広間、ギャラリー南 ほか 無料 京都芸術センター、
KYOTO EXPERIMENT ※P1もご覧ください

トランク企画
「“いつも”の枠を飛び出して、“今”を冒険する！」

日常には小さな勇気のいる瞬間が沢山あります。即興のお芝居を通し
て“今”起こる新鮮な感覚に飛び込み新しい自分を見つけてみよう！
10月6日（日）13:00－15:00 制作室9 無料 12名 ※動きや

すい服装でお越しください

明倫夜話の座Ⅱ 「八幡山、三条町 今昔物語」
明倫学区にはまだまだ知らない「まち」の伝統と歴史があります。地域
への想いや昔の話、祇園祭やご職業についてお話しいただきます。
10月9日（水）19:00－20:30 和室「明倫」予定 ●講師：奥井

好昭（奥井商店代表取締役） 無料 40名 ●申込・問合せ：明倫
まちづくり委員会 FAX：075-221-4406（長谷川） E-mail：info@
meirin-news.com、京都芸術センター 明倫まちづくり委員会 
京都芸術センター

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2019
J・トライアンギュラー
マルチメディア・インスタレーション
『Kyoto Makai: Ghostly Japan』

8月から京都に滞在し「幽霊」をテーマに作品制作に取り組んでき
たJ・トライアンギュラー。本展では2カ月の滞在制作の成果を展覧
会として発表します。
10月11日（金）－25日（金）10:00－20:00 和室「明倫」 無料

アーティスト・トーク
10月12日（土）14:00 和室「明倫」 無料 ※逐次通訳あり

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2019
キュレーターズキャンプ：
Building new model for Artist-in-Residence

ロシア、キプロス共和国等のキュレーターと共に、ディスカッションを行
うプログラム。初日のプレゼンテーションを公開します。
10月16日（水）16:00－18:00 和室「明倫」 ●登壇者：

Marina Neophytou（Visual / Voice、キプロス共和国）、Anastasia 
Bagdonaite（Zarya CCA Vladivostok、ロシア） ほか 無料 ※要事前
申込 20名

植田良太＋帰山玲子「組手を通じて身体を見つめる」
武道における組手では向き合って技をかけあう際、身体の接点か
ら様々な情報を得ます。操体法の技法からもアプローチし、身体の
中心軸への意識と力を使わない技を体験します。
10月18日（金）11:00－13:00 制作室12 無料 10名 タ

オル、飲み物 ※動きやすい服装でお越しください

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2019
エクスチェンジ／ARTSPACE
ロス・マニング オープンスタジオ

約2ヵ月の滞在制作の成果を公開します。
10月18日（金）－20日（日）13:00－17:00 制作室8 無料

※入退場自由 ※P4もご覧ください

ナントカ世代「新作『のけもの』稽古場公開」
11月2－3日の新作公演直前の稽古場を公開。都市計画地図を広
げるお手伝いもお願いします。参加者には新作公演「のけもの」を
1,000円で観劇できる特典つき！
10月23日（水）19:00－21:00 制作室12 無料 7名

KYOTO EXPERIMENT 2019
神里雄大／岡崎藝術座『ニオノウミにて』

10月25日（金）13:00、26日（土）13:00／19:00、27日（日）13:00 
フリースペース 一般3,000円、U25 2,500円 ※助六弁当付き食

べながら観劇できるチケット各800円増（各公演の5日前まで岡崎藝術座ウェブ
サイトにて販売） ほか 岡崎藝術座 京都芸術センター、KYOTO 
EXPERIMENT ※P1もご覧ください

文化芸術による共生社会実現のための
アーツマネジメント入門
第4回：まともがゆれる ─常識をやめる「スウィング」
の実験

10月31日（木）19:00－21:00 ミーティングルーム2 ●講師：
木ノ戸昌幸（NPO法人スウィング理事長） 無料 40名 ●主催・
申込：東山アーティスツ・プレイスメント・サービス（HAPS） TEL：
075-525-7525 WEB：http://haps-kyoto.com/am_2019/ 
京都芸術センター

植田良太＋帰山玲子『FOuR DANCERS vol.147』
アフロアメリカンのルーツを探る、即興セッションをベースに小作品を作る試み。
10月24日（木）19:30－22:30 UrBANGUILD（中京区） 一般前売

1,900円／当日2,300円 ●KYOTO EXPERIMENT2019 フリンジ「オープン
エントリー作品」 UrBANGUILD TEL：075-212-1125

トランク企画『アラカルト～秋の収穫祭～』
“美味しい”即興芝居を、ご注文に応じてお出しします。日曜日のディナーにぜひ♪
10月27日（日）19:00 UrBANGUILD（中京区） 一般前売2,000円／当

日2,200円（＋1ドリンク600円） ●KYOTO EXPERIMENT2019 フリンジ「オー
プンエントリー作品」 トランク企画 TEL：090-5964-2210（木村）

ナントカ世代『のけもの』
エマニュエル・ボーヴの小説「のけ者」を下敷きとした演劇。
11月2日（土）19:00、3日（日）11:00／15:00 THEATRE E9 KYOTO（南

区） 一般前売1,700円／当日2,500円、学生前売800円／当日1,500円ほ
か ナントカ世代 TEL：090-7151-7107（作田）

第41期制作室使用者募集 【9月30日締切】
若手芸術家の活発な創作活動を支援するため、造形及び舞台・音楽作品の
制作を行う「制作室」（全12室）を提供します。
●使用期間：2020年4月1日（水）－9月30日（水） ●条件：作品を発表する
具体的な計画があることなど ●詳細はウェブサイトをご確認ください 京都
芸術センター制作室担当 E-mail：studio@kac.or.jp

作品公募（工芸） 第5回藝文京展～暮らしのみちづれ～【9月30日締切】
感覚や価値観を軽やかに拡張させる工芸作品を全国から募集します。
●作品搬入：11月29日（金）、30日（土） ●入選作品展：12月7日（土）－23日
（月） ●詳細は、ウェブサイトや要項をご確認ください 藝文京展係 E-mail：
kouboten@geibukyo.jp

O p e n  C a l l ［募集］



グループ展『ケソン工業団地』
イ・ブロク『Robo Cafe』

神里雄大／岡崎藝術座『ニオノウミにて』

ロス・マニング 『Bricks and Blocks』 (2017) Photo by Louis Lim

VHS Still from 『Kyoto Makai: Ghostly Japan』 (2019)
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神里雄大／岡崎藝術座『ニオノウミにて』
日時 ： 10月25日（金）13:00（アフタートークあり）、

26日（土）13:00／19:00、27日（日）
13:00（託児サービスあり）

会場 ： フリースペース
出演 ： 浦田すみれ、重実紗果、嶋田好孝

グループ展『ケソン工業団地』
日時 ： 10月5日（土）－27日（日）10:00－20:00

※10月5日のみ22:00まで
会場 ： 講堂、大広間、ギャラリー南 ほか
キュレーター ： パク・ケリ
アシスタント・キュレーター ： キム・テヒョン
アーティスト ： イ・ブロク、イム・フンスン、ユ・ス

発行 ： 京都芸術センター　2019年9月20日

O c t o b e r
2 0 1 9 10V o l . 2 3 3

「助六弁当付き食べながら観劇できるチケット」を販売！私たち
が住むところや私たちについて、おいなりさんを食べながら考
えたり考えなかったりできたらうれしいです。

遠山きなり（アートコーディネーター）

アート作品は私たちを、どこでもない場所へ連れていく。どこでも
ないからこそ、新しい響きを探すことができる。

箕浦慧（アートコーディネーター）

琵琶湖で釣りをして、ブルーギルを回収ボックス
に入れたり、リリースしたりした。
様々な立場の人の話を聞いて、生態系保存と治
水の関係を考え、外来魚駆除大会へも行き、ブ
ラックバスを食べ、湖岸を一周した。いつもざわ
ざわしていた。
誰かが問題視していることを誰かはなんとも思
わない。
複雑に絡むそれぞれのトピックは立場のちがい
を際立たせて、対立するか無視し合うかしか先
はない、みたいな感じがして、こわかった。
いまの世の中の縮図を見た気がしてしまった。
でも、琵琶湖はいつまでも見ていたいほどうつく
しくて、漁師たちの住む沖島も湖岸から見た竹
生島も、神秘的な雰囲気に満ちていた。
能の「竹生島」をこの作品の参考にすることに決
めた。
生き物に内も外もあるのだろうか、人間にそれを
決める権利などあるのだろうか。
こわい、けれどもうつくしい琵琶湖のことを想像
しながら、キャストやスタッフたちと話し合いつ
つ、創作する。

─神里雄大

テクノロジーを駆使するマニングと、8mmビデオカメラとカセッ
トが相棒のトライアンギュラー。N極とS極のこの２人の表現を
同時に目撃できることに胸が躍ります。

水野慎子（アートコーディネーター）

各イベントの詳細・最新情報はウェブサイトでご確認いただけます。

公式ウェブサイト http://www.kac.or.jp
kyotoartcenter

交通案内
●市営地下鉄烏丸線「四条」駅／阪急京都線「烏丸」駅
　22番出口・24番出口より徒歩5分。
●市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
●ギャラリー・図書室・
　情報コーナー・チケット窓口 10:00－20:00
●カフェ  10:00－21:30
●制作室、事務室 10:00－22:00

休館日　12月28日から1月4日
※設備点検のため臨時休館することがあります

〒604-8156 京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL ： 075-213-1000　FAX ： 075-213-1004
E-mail ： info@kac.or.jp

京都芸術センター窓口、もしくは
下記ウェブサイトよりご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

京都芸術センター叢書 二

「伝統芸能ことはじめ」
定価 3,456円（税込）小林昌廣 著

@Kyoto_artcenter

指定管理者 ： 公益財団法人京都市芸術文化協会

滞在アーティスト紹介

　アーティスト・イン・レジデンス公募プログラム2019
年度 ビジュアル・アーツ部門は310件の応募があり、
コロンビア出身で台湾在住のJ・トライアンギュラー
が選抜されました。「幽霊」をテーマに8月から3ヵ月
間京都で滞在制作に取り組んでいます。
　トライアンギュラーさんにレジデンスでのプロジェクト
「Kyoto Makai: Ghostly Japan」について伺いました。

─なぜ「幽霊」なのですか？
今回のレジデンスでは、日本の“幽霊の伝承
（Ghostlore）”を探求したいです。幽霊は日本文化の
記憶の媒体であり、また記憶と歴史を再構築する
役割を持ち合わせていると考えています。私が言う
“幽霊の伝承（Ghostlore）”とは、言い伝えと文化的
な解釈のことで、愛情、生と死、信仰と慣習をつな
ぐものです。ラフカディオ・ハーンの『Ghost ly  
Japan』を愛読し、川端康成の『不死』や北斎が描
いた幽霊、映画「藪の中の黒猫」や「羅生門」に夢
中になりました。「三大幽霊」に興味があり、初めて
中川信夫監督による「東海道四谷怪談」を観たとき
は、「お岩さん」に魅了され幽霊に関する日本の映
像文化を調べないと！と思いました。8月から全生
庵（東京）での幽霊画コレクションや六道まいり等お
盆行事を中心にリサーチをスタートしています。

─10月に行うマルチメディア・インスタレーショ
ンについて教えてください。
幽霊には薄白さと透けがつきものです。このインス
タレーション『Kyoto Makai: Ghostly Japan』では、
ブラウン管のテレビ、蚊帳、電球、幽霊飴を使って、
語り継がれている幽霊と古今の幽霊を混ぜ合わせ
た幽霊（軽んじられた存在としての昔から伝わる幽霊）を
表現できたらと思っています。

京都芸術センターでは年間を通じ、様々なレ
ジデンスプログラムを実施しています。夏から
秋にかけて京都に滞在する、2組のアーティス
トを紹介します。

マルチメディア・インスタレーション
『Kyoto Makai: Ghostly Japan』
会期 ： 10月11日（金）－25日（金）

10:00－20:00 ※会期中は無休
会場 ： 和室「明倫」　料金 ： 無料
アーティスト・トーク
日時 ： 10月12日（土）14:00
会場 ： 和室「明倫」　料金 ： 無料

エクスチェンジ／ARTSPACE
ロス・マニング オープンスタジオ
日時 ： 10月18日（金）－20日（日）13:00－17:00
会場 ： 制作室8
料金 ： 無料 ※入退場自由

　劇作家・演出家の神里雄大はペルー生まれ川
崎育ち、沖縄出身でペルーへ移住した父親を持
つことから、日系移民や越境する人々について探
りながら旅やインタビューを重ね、それらを基にし
た作品を創作してきました。最新2作品は京都芸
術センターにて初演するなど、近年は京都に腰を
据えた制作も目立ちます。
　今回の新作は琵琶湖がモチーフとなっており、
ニオノウミはその異称です。食用に持ち込まれた
外来魚の繁殖が琵琶湖の固有種を脅かすとし、
外来魚の再放流を禁止したり外来魚回収ボックス
を設置するなどの対策に取り組む琵琶湖周辺を、
5月に2週間にわたって訪ねて回りました。9月中
旬には、京都にて稽古を開始します。琵琶湖での
様々な出会いと、オーディションにより選出され岡
崎藝術座作品初出演となるキャストらとの時間
は、どのような作品へと昇華されるのでしょうか。

整然と並ぶミシンに、もうそこにはない働く人々の
姿を想起する─
　2004年に生産を開始し、2016年まで操業して
いたケソン工業団地は、朝鮮民主主義人民共和国
の南部にありました。経済特別区に指定されたケソ
ン市には、普段この国への入国を許可されない大
韓民国の経営者や労働者が、国境を越えて通勤
する姿がみられました。両国の労働者がともに働く
特別な場所は、国家の大きな思惑である経済的な
利潤をあげながら、それと同時に何気ない日常を
育みました。お腹を空かした同僚と一緒にインスタ
ントラーメンを味わうこと。一息つくのにコーヒース
ティックを分け合うこと。そこには、ともに働く人々の
素朴で暖かな交流がありました。第二次世界大戦
後、冷戦構造の中で分断された人々の関係性は、
一人ひとりの力の及び得ないさまざまな政治・経済
の流れの中で形を変えていきます。その中で、
KYOTO EXPERIMENT 2019では、2018年にソ
ウル、2019年に平昌で開催された展覧会を再編
し、ケソン工業団地で働き、日常を過ごしてきた
人々に焦点をあてた３人のアーティストの作品を紹
介します。いくえにも重なる歴史の連環を超えて、
それぞれの視点で表現された素朴で強かな作品。
私たちはそこで何を見、考えるのでしょうか。

アーティスト・イン・レジデンス プログラム 2019

神里雄大／岡崎藝術座

『ニオノウミにて』
グループ展

『ケソン工業団地』

公募プログラム ビジュアル・アーツ部門

J・トライアンギュラー

　京都芸術センターでは昨年度より、Australia 
Council for the Arts 及び ARTSPACE（シドニー）
と連携し、エクスチェンジプログラムを行っていま
す。今年度はブリスベン在住のアーティスト、ロス・
マニングが公募により選出され、9月1日より京都で
の2ヶ月間滞在制作を始めました。
　マニングはこれまで身の回りにあるテクノロジーを
組み合わせ、光や音を用いたインスタレーション作品
を発表してきました。約20年前に英語教師として来日
し、その際に秋葉原で体感したネオンサインや音の風
景が、彼の創作活動に多大な影響を与えたと言いま
す。帰国後、プロジェクター等の機械修理工を経て
作品制作を始めたマニングは一貫して、テクノロジー

を用いて何ができるかを模索し続けてきました。
　今回のレジデンスプログラムでは、自身の作品に
新たな技術を取り入れるべく、「からくり人形」の仕組
みをリサーチします。9月上旬には、からくり人形を所
有する博物館「さがの人形の家」を訪れ、そこで得た
知識をもとに実験・作品制作に取り組んでいます。
今後はからくり人形と人間の身体の動きを比較する
ために、ダンサーとの共同実験を予定しています。
　古くから伝わる技術とテクノロジーが出会った時、
どのような表現が生まれるのでしょうか。展覧会で
の発表は2020年以降を予定していますが、京都滞
在中にアーティストトーク、オープンスタジオを実施
します。マニングによる「からくり」の仕組みを間近で
見られる貴重な機会を、ぜひお見逃しなく。

エクスチェンジ／ ARTSPACE

ロス・マニング

神里雄大
1982年、ペルー共和国リマ市生まれ。2018年『バルパライ
ソの長い坂をくだる話』で第62回岸田國士戯曲賞を受賞。
政治や社会情勢への態度を積極的に作品に反映させな
がら、わかりあえない他者との共時性をテーマとした作品
を発表している。岡崎藝術座は神里が主宰する劇団。

Profile

J・トライアンギュラー （J.Triangular）
ビジュアル・アーティスト、キュレーター。コロンビア出身、
台湾在住。ジェンダー、社会における暴力の歴史や恐
怖の記憶をテーマにした作品を8mmビデオカメラを用
いて制作する。2019年11月にはニューヨークで新作イ
ンスタレーションを発表予定。

Profile

ロス・マニング （Ross Manning）
1978年ブリスベン生まれ。主に光や音を使ったキネ
ティック・アート作品を手掛けている。使われなくなった古
いテクノロジーを再利用し、今ある素材や技術と組み合
わせることで、新たな知覚体験を生み出している。2019
年、オーストラリア現代美術館（シドニー）のグループ展
「ザ・ナショナル2019」に参加。

Profile

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2019

したた

ピョンチャン


